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平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

13日（水）・27日（水）  午前10時30分～

9日（土）・28日（木）　午後２時～

30日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『マチネの終わりに』（邦画：124分）

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■フラウエンコール・ユーコー＆ピエトラ・ピ
アッタのみなさんによる歌のコンサート（予定）

おはなし会 ※随時変更することがあります。永田記念図書館

『結』
著／大島　真寿美
出版社／文藝春秋

『日本が誇る
　絶品の食遺産１００』
著／小林　しのぶ
出版社／天夢人
　　　　山と溪谷社（発売）

『チコちゃんに叱られる
　ちきゅうおんだんかってなに？』
文／海老　克哉
絵／オオシカ　ケンイチ
出版社／文溪堂

『農家が教える
　タネ採り・タネ交換』
編／農文協
出版社／農山漁村文化協会

『難民選手団』
文/杉田　七重
監修/国連UNHCR協会
絵/ちーこ
出版/KADOKAWA

直木賞を受賞した『渦』の待
望の続編。江戸時代も半ばを
過ぎた道頓堀。近頃歌舞伎芝
居に押され、人形浄瑠璃は往
時の勢いはないが…。人形浄
瑠璃に生き、魅了された人々
のせわしなくも愛しい人間模
様を描く群像時代小説。

氷見のブリしゃぶ、丹波黒まめの甘
納豆、うそば…。旅行ガイドブック
や情報誌ではほとんど見かけない日
本各地の“うまいもん”を、旅行
ジャーナリストの著者が紹介する。
読んで楽しい、取り寄せておいしい、
おうち時間にピッタリな一冊。

タネ採りの基本やタネ採り名
人のコツを紹介。「どんな野菜
でも採れるの？」「交雑してへ
んな品種ができてしまうので
は？」などといった疑問にや
さしく答えます。野菜を植え
る時期におすすめの一冊です。

永遠の５歳、もの知りチコちゃ
ん。３歳のある日、強い台風
が来ている最中、大人が口々
に言う「ちきゅうおんだんか」
について疑問をもちました。
ちきゅうに一体何が起こって
いるのか…。チコちゃんの絵
本シリーズ第５弾。

紛争や戦争が起き、生まれ育っ
た国から逃げざるをえなくなっ
た人たちの中に、難民選手団と
してオリンピックに出場したア
スリートたちの実話です。この
本は、力強く困難を乗り越え、
世界中に希望を与えたアスリー
トたちのお話です。

『どうぶつせんきょ』

森の王様だったライオンが、水をひ
とりじめしてプールをつくったので、
みんなはカンカン。フクロウの助言
で、民主的にリーダーを決めるため、
初めて選挙を行うことになりました。
ライオン、サル、ヘビ、ナマケモノ
が立候補。果たして、新しい大統領
になったのは、だれでしょうか。

今月の休館日　永田記念図書館：5日(火）・12日(火)・19日(火)・26日（火）・31日（日）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

作/アンドレ・ホドリゲス、ラ
リッサ・ヒベイロ、パウラ・デ
スグアウド、ペドロ・マルクン
訳/木下 眞穂　監修/林  大介
出版/ほるぷ出版
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vol.31「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

野子小学校の歴史

昭和10年ごろの野子小学校

野子へき地保育所

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.11

　志々伎まち協では、高齢者の移動支援が共通
の地域課題であったため、健康福祉部会を中心
にまち協設立時の平成28年度から他の地区に
先駆けて、コミュニティバスを運行し、高齢者
などの通院にかかる送迎や買い物支援を行って
います。
　地域づくり部会では、毎年市内外より120人
余りの皆さんが参加する「上段の野メガルカヤ
ウォーク」を開催し、健康増進や地域にある地域
資源を子どもたちに伝える取組みを行っています。
　また、地域の招魂場を憩いの場とするため公
園化する取り組みを始めており、現在は藤１０
本、桜５０本を植樹し地域の皆さんで維持管理
を行っています。
　これからも住みよい志々伎を目指し、皆さんと
ともに地域課題解決に向けて取り組んでいきます。▲「上段の野メガルカヤウォーク」の参加者の皆さん

「地域課題の解決に向けて」 志々伎地区まちづくり運営協議会　☎29-1510

　上の写真は昭和10年前後に撮影されたもので、場
所は現在の野子へき地保育所にあたります。野子小
学校は明治15年に志々伎小学校野子分教場として始
まり、明治19年には簡易野子小学校になり、昭和
22年の改革で中学校が併設されました。
　平戸市史によれば明治42年にそれまでの学校敷地
と阿弥陀寺内にあった月松軒跡を交換したと記録され
ており、校歌にも歌われています。最初の設置から小
学校と深くかかわっていた阿弥陀寺との関係を知るこ
とができます。

▲高齢者の足となる「志々伎ふれあい号」

■平戸学オンライン
ホームページ インスタグラム YouTube


